
令和６年４月 30 日 

建 設 局 

（公財）東京動物園協会 

4年後のリニューアルオープンに向けて、 

葛西臨海水族園の整備事業が本格始動します 

 

 東京都では、令和 10年３月の新水族園オープンに向けて葛西臨海水族園のリニューアルを進めて

います。新しい水族園は、「海と接する機会を創出し、海と人とのつながりを通して海への理解を深

める」を新たなコンセプトに、展示・空間演出の刷新や、環境保全への貢献など、未来に向けた新た

な役割を果たすため、ハード・ソフト両面から全く新しい施設へと生まれ変わります。 

 

【新しい水族園の主な特徴】 

○ 高いレベルのバリアフリー計画とユニバーサルデザインを採用し、誰もが快適かつ安全に利用

できる魅力的な施設 

○ 水族園利用者以外の方も利用できる、開放的な樹木の広場「共生
きょうせい

の杜
もり

」を新たに整備し、豊

かな緑の中を散策できる癒しの空間を創出するなど、葛西臨海公園等の周辺環境との調和 

○ 音響・映像・ICTなど最先端技術を活用し、「見る」だけでなく「体感する」展示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・新水族園に関する情報は、建設局ホームページ等でお知らせしています。

（https://www.kensetsu.metro.tokyo.lg.jp/jigyo/park/zoo/kasairinkaisuizokuen.html） 

                                                                     

 

 

 

 

正門から見た新しい水族園のイメージ 

【建設局 HP】 

【問い合わせ先】 

（新水族園の整備について） 

建設局公園緑地部計画課 電話 03-5320-5368    Eメール S0000380（at）section.metro.tokyo.jp 

（３つのプロジェクト、ガラスドームプロジェクトについて） 

  建設局公園緑地部計画課 電話 03-5320-5428    Eメール S0000380（at）section.metro.tokyo.jp 

（展示生物の移動及び園内利用について） 

（公財）東京動物園協会【葛西臨海水族園】教育普及係 電話 03-3869-0284 

Eメール kasai_kouhou（at）tzps.or.jp 

        ※迷惑メール対策のため、メールアドレスの表記を変更しております。 

お手数ですが、（at）を@に置き換えてご利用ください。 

https://www.kensetsu.metro.tokyo.lg.jp/jigyo/park/zoo/kasairinkaisuizokuen.html


 

１ ３つのプロジェクトについて 

新しい水族園開園のオープンに向け、「サンゴプロジェクト」「おさかなプロジェクト」「アクセ

シブルプロジェクト」の 3つのプロジェクトを行っていきます。 

  各プロジェクトを通じて、都民の皆様と一緒に水族園を創ってまいります。各プロジェクトの

詳細は、後日、公表いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各プロジェクトの内容については、建設局 HPに掲載している「ファクトシート」「よくある質問」にも

掲載しております。 

 

２ 「水辺の自然」エリアの展示などについて 

現在、淡水に生息する生き物は、淡水生物館を含む「水辺の自然」エリアで展示をしています

が、新しい水族園では、本館内で東京の川の水辺環境と淡水生物を併せて展示することで、淡水の

生態系を一体的にご覧いただける展示にします。具体的には、東京の川の源流から河口に至るま

での場面を体系的に展示するほか、池沼や田んぼなど里山の水辺環境も展示し、体験的に学び、環

境を考える場を提供します。 

 

 

新しい水族園の淡水生物の展示イメージ 

リニューアルオープンに向けて、利用者の皆さま、特に未来を担うこども達と共に考えながら整

備事業を進めてまいります。新水族園の整備期間中も、数々の魅力的なイベント等を行いなが

ら、現在の水族園本館は開園を継続いたします。また、現在の水族園本館の建物の保存につい

て、建築家をはじめとした皆さまとの意見交換を行ってまいります。 



淡水生物館を含む「水辺の自然」エリアの展示及び芝生広場などの利用は、令和６年 5 月 19

日（日）をもって終了となります（最終利用日 5月 19日）。現在「水辺の自然」エリアに展示し

ている生き物については、地元小学生の皆さんにお手伝いいただき、現在の水族園のバックヤー

ドへの「引越し」を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本件は、「『未来の東京』戦略」を推進する事業です。 

戦略 9 都市の機能をさらに高める戦略 

 

 

３ 「ガラスドームプロジェクト」について 

現在の水族園の建物は、新しい水族園のオープン後も保

存していくこととします。今後、建物をどのように保存し

利用していくか、建築家をはじめとした有識者の方々など

との意見交換や調査検討等を進めていきます。また、ガラ

スドームへの愛着やリスペクトを表現するイベントなども

実施します。 

こうした一連の取組を「ガラスドームプロジェクト」と名付け、令和６年度は、シンポジウムや

アートイベント、３Ｄデジタルアーカイブスの制作等を行う予定です。詳細については改めてお知

らせします。 

 

 

 

   

 

水族園への入園ルートには変更ありません。 

水族園本館は開園を継続します。 

【利用終了となる施設】 

・「水辺の自然」エリアの展示 

・芝生広場 

・おべんとう広場 



現在の水族園建物の保存については、建物を設計した谷口建築設計研究所所長であり、国際的

に著名な建築家である谷口吉生氏から、メッセージを頂戴しました。 

 

 

東京都葛西臨海水族園の既存施設が将来にわたって保存される

ことは、設計者として大変嬉しいことで、感謝申し上げます。 

既存施設が未来に継承され、当所が設計したクリスタルビューな

どの周辺施設とともに景観上の調和が図られ、公園全体が今後もさ

らに多くの人々に愛され親しまれる場所となることを願っていま

す。 

既存施設の保存について、当所は今後とも全面的にご協力させて

いただきたく思います。 

また、新築される水族園の４年後の開園も楽しみにしています。 

 

谷口建築設計研究所 

谷口 吉生 

 


